
熊本市自殺対策連絡協議会

I. 令和５年（２０２３年）の本市の自殺の状況

II. 第２期熊本市自殺総合対策計画重点対策について
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◼ 自殺対策基本法

第３条
２ 地方公共団体は、基本理念にのっとり、自殺対策について、国と協力しつつ、 当該地域の状況
に応じた施策を策定し、及び実施する責務を有する。 

第１３条
２ 市町村は、自殺総合対策大綱及び都道府県自殺対策計画並びに地域の実情を勘案して、当該
市町村の区域内における自殺対策についての計画を定めるものとする。

自殺対策・計画策定の根拠

◼ 自殺総合対策大綱の見直し（令和4年10月14日閣議決定）

• 子ども・若者の自殺対策の更なる推進・強化
• 女性に対する支援の強化
• 地域自殺対策の取組強化
• 総合的な自殺対策の更なる推進・強化
• 自殺死亡率を先進諸国の現在の水準まで減少させることを目指し、令和8年までに平成27年比

30％以上減少させることを目標とする。※旧大綱の数値目標を継続
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自殺対策・計画策定の根拠
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1. こども・若者の自殺への対策

2. 女性の自殺への対策

3. 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ対策

4. 地域におけるネットワークの強化

5. 自殺対策を支える人材の育成

6. 市民への啓発と周知

7. 生きることの促進要因への支援

8. うつ病等への対策

9. 高齢者への自殺対策

10. 生活困窮者への自殺対策

11. 勤務・経営問題への対策

●自殺対策の具体的な取組●計画の期間
令和6年度から令和９年度までの４年間

誰も自殺に追い込まれることのない「支え合う熊本市」の実現を目指す

●基本理念

自殺死亡率を１２．０以下まで減少させる

（平成２７年水準から３０％減少）

第2期熊本市自殺総合対策計画の概要

●評価指標
• ゲートキーパー養成講座受講者数

• ゲートキーパーの認知度

• こころの相談窓口を知っている人の割合

重点対策
●目標
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I. 令和５年（２０２３年）の本市の自殺の状況
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令和５年 自殺者数

１０６ 人

令和５年 自殺死亡率※

１４．５ 人

※自殺死亡率（人口１０万人当たりの自殺者数）

【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）

6
平成３０年まで減少傾向であったが、令和元年に増加に転じ、
その後、増減を繰り返している

I. 本市の自殺の状況

１ 自殺者数と自殺死亡率の推移・男女別内訳

（男性72人 女性34人）

令和５年 全国：21,837人

令和５年 全国：17.6 人H27 H28 H29 H30 R1 R2 R3 R4 R5

自殺者数 135人 120人 98人 90人 95人 119人 100人 121人 106人



I. 本市の自殺の状況

２ 年代別自殺者数

令和５年 男性の自殺者数

40代・50代 が多い

令和５年 女性の自殺者数

全ての年代 で3人以上の自殺者
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【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）

男性

女性

※全国でも同様の傾向

※全国では50代が最も多い。
他の年代は同程度で、本市と同様の傾向



男性

女性

I. 本市の自殺の状況

３ 年代別推移（男女別）

２６%増

39歳以下

40～59歳

60歳以上

４４%増

39歳以下

40～59歳

60歳以上

男性は、令和2年及び令和５年の

40代・50代
で平成27年を超える自殺者数である

女性は、令和2年以降連続して

３９歳以下
で平成27年を超える自殺者数である

※平成２７年（自殺総合対策計画 数値目標の基準年）を起点とした増減率

8

【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）



不詳

その他 家庭問題

勤務問題

不詳

経済・生活問題
健康問題

男性
原因別

I. 本市の自殺の状況

４ 原因別内訳（男女別）

女性
原因別

令和５年 男性の原因別自殺者数

健康問題が最も多く、次いで

経済・生活問題が多い

令和５年 女性の原因別自殺者数

約半数が健康問題である
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【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）



• 男性は40歳代と50歳代が最も多い

• 女性は50歳代が最も多いが、全世代平均的に自殺者がでており、39歳以下の若年層で増加傾向

①自殺者の年齢

• 男女ともに健康問題（うつ病）による自殺が最も多い。特に女性は約半数が健康問題である

• 男性は健康問題に次いで、経済・生活問題（特に借金、生活苦）が多い

②自殺の原因

I. 本市の自殺の状況

令和5年（2023年）における熊本市の自殺者の特徴
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II. 第２期熊本市自殺総合対策計画

重点対策について

女性の自殺への対策

自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ対策

若者（20歳から39歳まで）の自殺への対策

こども（生徒・学生）の自殺への対策

重点 １

重点 ２

重点 ４

重点 ３
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〇過去5年（令和1年～令和5年）合計の原因別割合

健康問題（うつ病、その他の精神疾患、身体疾患）を理由とした自殺者が最も多い状況

健康
問題

II. 重点対策について

1 女性の自殺者への対策（状況）

12

病気に伴う自殺リスクの早期発見と適切な支援

につなげることが重要。

【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）



SNS相談

「こころの悩み相談＠熊本連携中枢都市圏」

０１

ストレスチェック０３

電話相談０２
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II. 重点対策について

1 女性の自殺者への対策（具体的取組）

「こころの体温計」

「こころの健康相談」

毎週火曜・日曜（年末年始を除く） １８時～２２時

※令和5年度実績：対応件数3,157件

平日（年末年始を除く） ９時～１６時

※令和5年度実績：対応総件数8,341件（うち新規1,496件）

こころの健康センターホームページに常時掲載

※令和5年度実績：本人モードアクセス件数12,654件



男女
内訳

年齢
内訳

II. 重点対策について

２ 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ対策（状況）
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令和5年、自殺未遂歴ありの自殺者数および割合は減少したものの、

自殺者の5人に1人は自殺未遂歴があり、継続した支援が必要。

〇過去5年の自殺者のうち自殺未遂者の割合
【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）



※継続支援中（R6.3月末時点） 50人
 終結 ４７人
 死亡 １人

これまでの支援状況

救急指定医療機関等、関係機関から情報提供を受けた自殺未遂者で同意があった

者または家族に対し、自殺未遂の背景となった問題を整理し、相談支援を行う。

こころといのちの支援事業（自殺未遂者支援）

II. 重点対策について

２ 自殺未遂者の再度の自殺企図を防ぐ対策（具体的取組）

R1 R2 R3 R4 R5 計

18人 22人 16人 19人 23人 98人
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ケース実人数（98人）の男女内訳

女性
72 人

男性
26 人



〇過去5年（令和１年～令和5年）合計の原因別割合

健康問題に次いで、経済・生活問題を理由とした自殺者が多い状況

II. 重点対策について

３ 若者（20歳から39歳まで）の自殺への対策 （状況）

生活苦

事業不振

就職失敗

その他

負債
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経済・生活問題のなかでも負債を原因とする

ものが約半数。

ギャンブル依存等の依存症対策及び関係機

関と連携した経済・生活支援が必要。

経済
生活
問題

【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）

男性：84人
女性：33人



経済・生活支援

➢ 暮らしとこころの悩みの相談会

➢ 多重債務相談

➢ 生活困窮者自立支援 等

➢ 依存症専門相談

➢ 依存症当事者グループプログラム

➢ 依存症家族教室 等

０１

庁内・関係機関との連携０３

依存症支援０２

➢ 自殺対策推進本部会議

➢ 自殺対策連絡会議（各局主管課および関係課）

➢ 自殺対策連絡協議会（関係機関）

II. 重点対策について

３ 若者（20歳から39歳まで）の自殺への対策 （具体的取組）
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学校
種別 高校生

９人

中学生
７人

大学生
１３人

専修学校等
５人

生徒・学生等の自殺者数（令和1年～令和5年合計）

３４人 （うち男性 22人、女性 12人）

II. 重点対策について

４ こども（生徒・学生等）の自殺への対策 （状況）
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全体の自殺者数は減少しても、生徒・学生等の
自殺者が継続して発生している状況。

【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）



II. 重点対策について

４ こども（生徒・学生等）の自殺への対策 （状況）

〇過去5年合計の原因別割合

学校問題を理由とした自殺者が多い状況

※R1～R3は「19歳以下」で集計 R4,R5は「生徒・学生等」で集計

学業不振

その他

進路に関する悩み
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学校問題の中でも学業不振や進路に関する悩

みを原因とする割合が大きく、学校や家庭にお

いて、こどもの日頃の様子から、SOSのサイン

に気づくことが重要。

【出典】厚労省自殺統計（熊本市：居住地・発見日）



拡充

１

新規

２

ゲートキーパー養成研修の実施

新たに教職員向け研修を開催および若者版ゲートキーパー研修の拡充

保護者等への普及啓発講演会の開催

こどもを取り巻く大人に向けた自殺予防の普及啓発

II. 重点対策について

４ こども（生徒・学生等）の自殺への対策 （具体的対策）
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継続

拡充

拡充

教職員向け研修 こどもの支援に特化した教職員対象の養成研修

※令和6年8月1日 初回実施

中学生以上の若者を対象とした研修

※令和5年度 中学校2校実施 ⇒ 令和6年度 ５校実施（予定）

新規

１ ゲートキーパー養成研修

０１

市職員向け動画研修０４

支援者向け・市民向け研修０３

若者版ゲートキーパー研修０２

若者のオーバードーズ対策として、新たに薬剤師会への周知を

実施。その他、民間企業等にも出前講座を実施。

※令和6年度 崇城大学教員向け研修の依頼あり

9月（自殺予防週間）、3月（自殺対策強化月間）に全職員を対象と

した動画研修

※職員の理解度向上のため、継続的に基礎的な内容を実施
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こどもの自殺リスクの把握には、学校とともに保護者等が重要な役割を担っていることから、

こどもの困りごとに早期に気づき、声をかけることの大切さついて講演会を行う。

２ 保護者等への普及啓発講演会の開催

22

こどもの困りごとに早期に気づくために

日 時：令和６年９月７日（土） 14時～16時

場 所：ウェルパルくまもと1階 大会議室

対 象：保護者、こどもに関わる方、教職員、等

定 員：150名程度

講 師：出水南中学校長  田中 慎一朗 先生

臨床心理士・公認心理師 疋田 眞紀 先生

司 会： まさやん（タレント）
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